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昨
年
度
、
小
・
中
一
貫
教
育
が
全
市
展
開
し
ま
し
た
。

三
鷹
市
の
小
・
中
一
貫
教
育
の
特
徴
は
、
既
存
の
建
物

を
活
用
し
て
小
・
中
の
先
生
方
が
連
携
を
し
、
９
年
間

を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
教
育
を
行
っ
て
い

く
も
の
で
す
。
こ
の
小
・
中
一
貫
教
育
の
過
程
で
、
大

切
だ
っ
た
こ
と
の
一
つ
は
小
・
中
学
校
の
先
生
方
の
相

互
理
解
で
す
。
相
互
理
解
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
十

分
に
相
手
の
立
場
や
環
境
を
理
解
し
、
自
分
の
言
葉
で

相
手
を
表
現
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
は

相
手
を
自
ら
知
ろ
う
と
す
る
努
力
な
く
し
て
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

小
・
中
と
い
う
文
化
の
異
な
る
職
場
に
い
る
先
生
方

同
士
が
理
解
し
て
い
く
こ
と
は
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を

必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
相
互
理
解
に

よ
る
意
識
の
変
化
は
、
す
で
に
各
学
園
の
学
校
公
開
や

研
究
発
表
会
で
そ
の
一
体
感
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
後
、そ
の
中
で
児
童・生
徒
が
よ
り
良
く
育
っ

て
い
く
こ
と
が
市
民
の
願
い
で
す
。
小
・
中
一
貫
教
育

の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
も

地
域
の
方
々
と
学
校
の
相
互
理
解
の
上
に
成
り
立
ち
、

地
域
の
方
々
の
ご
努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
小
・
中
一
貫
教
育
の
実
践
は
、
他
の
分
野
で
も

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
現

在
す
で
に
全
市
展
開
し
て
い
る
幼
・
保
・
小
連
携
で
す
。

こ
れ
も
ま
た
、
文
化
の
ち
が
う
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
園
の
先
生
方
が
連
携
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
情

報
交
換
や
行
事
を
共
に
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
相

互
理
解
を
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
達
の
「
人
間
力
」「
社

会
力
」
が
育
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
幼
・
保
・
小
の
連

携
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

小
児
科
医
と
し
て
の
私
の
個
人
的
な
願
い
と
し
て

も
、
保
健
・
福
祉
・
教
育
の
間
で
相
互
理
解
が
さ
ら
に

深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
達
が
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
教
育
が
地
域
に
広
く
深
く
展
開
を

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
際
も
相
互
理
解
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
教

育
委
員
会
は
家
庭
、
地
域
、
学
校
に
お
い
て
そ
の
輪
を

広
げ
る
よ
う
最
大
の
努
力
を
致
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
・
中
一
貫
教
育
の
実
践

　

か
ら
得
た
相
互
理
解

教育委員会委員長
職務代理者

秋
あき

山
やま

　千
ち

枝
え

子
こ

教
育
委
員
会
の
基
本
方
針

　

４
月
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
定
例
会
で
、
平
成
22
年
度
基
本
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
と
生
涯
学
習
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す（
本
年
度
の
主
要
施
策
は
、
２
面
に
掲
載
）。「
第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画（
第
2
次
改
定
）」

の
個
別
計
画
と
し
て
推
進
し
て
い
る「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
み
た
か
生
涯
学
習
プ
ラ
ン

２
０
１
０
」、「
み
た
か
子
ど
も
読
書
プ
ラ
ン
２
０
１
０
」が
、
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
６
年
間
の

計
画
期
間
を
終
了
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
締
め
く
く
り
の
年
度
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
計

画
の
策
定
に
向
け
て
そ
の
方
向
性
お
よ
び
主
要
課
題
の
検
討
を
す
る
節
目
の
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

⇩
総
務
課
☎
内
線
３
２
１
３

平成22年度 

 

１　

 

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け

た「
み
た
か
生
涯
学
習
プ
ラ
ン

２
０
１
０
」の
推
進

⑴ 

学
び
を
支
援
す
る
環
境
整
備

⑵ 

学
び
を
生
か
し
た
地
域
社
会
の
形
成

⑶
家
庭
教
育
支
援
の
推
進

⑷ 

学
習
の
高
度
化
へ
の
対
応
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用

⑸
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
推
進

　

 

武
蔵
野
の
水
車
経
営
農
家
、
大
沢
二
丁

目
古
民
家
の
整
備

  

２　

 

市
民
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

　
　

 

こ
た
え
る
地
域
に
開
か
れ
た

  　

  

学
習
活
動
の
推
進

⑴ 

市
民
の
主
体
性
を
尊
重
し
た
学
習
活
動

の
支
援

⑵ 

市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
学
習
機
会
の

提
供

⑶ 

多
様
な
人
財
を
は
ぐ
く
む
学
習
活
動
の

支
援

⑷ 
生
涯
学
習
の
拠
点
整
備
の
推
進

　

 
三
鷹
市
都
市
再

生
ビ
ジ
ョ
ン
に

よ
る
生
涯
学
習

の
拠
点
整
備
計

画
の
推
進

 

３　

 

市
民
生
活
に
密
着
し
た

 　
　

図
書
館
活
動
の
推
進

⑴ 

南
部
図
書
館（
仮
称
）の
整
備

⑵ 

三
鷹
ゆ
か
り
の
資
料
等
の
収
集
・
情
報

提
供
の
充
実

⑶ 

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑷ 

子
ど
も
読
書
活
動
の
支
援

　

 「
み
た
か
子
ど
も
読
書
プ
ラ
ン
２
０
１
０
」

の
改
定

⑸ 

地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

 

４　

 

生
涯
に
わ
た
り

　
　

 

親
し
む
こ
と
が
で
き
る

 　
　

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
推
進

⑴
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
整
備
の
推
進

　

 

三
鷹
市
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
整
備
計
画
の
推
進

⑵ 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
組
織
づ

く
り　

　

 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立

支
援

⑶
指
導
者
の
養
成
と
充
実

⑷
施
設
の
円
滑
な
運
営
と
整
備
充
実

　

 

大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

⑸ 

東
京
国
体
の
推
進

　

 

国
体
推
進
室
の
設
置
と
国
体
実
行
委
員

会
の
立
上
げ

　

学
校
教
育
の
基
本
方
針

　

ど
の
市
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
質
の
高
い
教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
や
発
達

段
階
に
応
じ
て
体
系
的
な
教
育
を
組
織
的

に
行
う
と
と
も
に
、
教
育
機
関
間
の
連
携

教
育
を
推
進
し
、
教
育
機
関
と
福
祉
、
保

健
、
医
療
な
ど
の
専
門
諸
機
関
と
の
密
接

な
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
に
よ
り
子
ど

も
の
成
長
を
支
援
す
る
連
携
教
育
を
充
実

さ
せ
、
乳
幼
児
期
か
ら
15
歳
の
義
務
教
育

の
修
了
ま
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て

ら
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
に
と
っ
て
の
魅
力
あ
る
三

鷹
市
立
学
校
と
な
る
た
め
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
制
度
を
導
入
し
、
学
校
が
保
護
者
、

地
域
住
民
と
協
議
し
な
が
ら
、
自
律
的
、
主

体
的
に
学
校
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
学
校
で
の
教
育
活
動
や
教
育
効
果
な

ど
の
必
要
な
情
報
が
学
校
内
は
も
と
よ
り
、

学
校
と
保
護
者
や
地
域
住
民
の
間
で
共
有
さ

れ
る
体
制
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て

学
校
は
、
自
校
の
教
育
活
動
な
ど
に
つ
い
て

自
己
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
保
護
者
、

市
民
に
公
表
し
、学
校
運
営
協
議
会
な
ど
で
、

学
校
の
自
己
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
学
校
関

係
者
評
価（
外
部
評
価
）を
行
う
こ
と
を
通
し

て
、
教
育
の
質
の
保
障
と
、
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方

の
も
と
に
、
次
の「
学
校
教
育
の
基
本
方
針
」

を
柱
に
具
体
的
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

 

１　

安
心
と
信
頼
の
あ
る
学
校

⑴
小
・
中
一
貫
教
育
の
充
実
と
発
展

　

 

小
・
中
学
校
間
の
相
互
乗
り
入
れ
授
業
、

小
学
一
年
生
か
ら
の
英
語
指
導
の
充
実

な
ど

⑵
人
権
教
育
の
推
進

　

人
権
尊
重
教
育
推
進
校
事
業
の
実
施

⑶ 

さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た

教
育
支
援

　

教
育
支
援
学
級
の
開
級
と
整
備

⑷
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
の
推
進

　

道
徳
教
育
、
健
康
教
育
の
推
進
な
ど

⑸
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

　

 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
の
充
実

⑹
幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
と
の
連
携

⑺
地
域
諸
団
体
と
連
携
し
た
安
全
対
策

⑻ 

教
育
環
境
の
充
実

　

 

校
舎
な
ど
の
建
て
替
え
、
学
校
耐
震
補

強
工
事
の
実
施
、
学
校
校
庭
の
芝
生
化

⑼
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

 

２　

自
律
し
た
学
校

⑴ 

校
長
の
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

⑵ 

教
員
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実

⑶
三
鷹
市
に
ふ
さ
わ
し
い
教
員
の
配
置

 

３　

地
域
と
共
に
創
る
学
校

⑴ 「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」制
度
の
充

実

　

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
発
展

⑵ 

地
域
な
ど
の
参
加
に
よ
る
学
校
の
共
創

⑶ 

地
域
社
会
の
拠
点
と
し
て
の
学
校
づ
く

り
の
推
進

 

４　

 

情
報
共
有
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ（
計
画
・
実
施
・
点
検
・
改
善
）

シ
ス
テ
ム

⑴ 

開
か
れ
た
学
校
教
育
と
特
色
あ
る
教
育

活
動
の
充
実

　

生
涯
学
習
の
基
本
方
針

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
個
性
や
能
力

を
伸
ば
し
つ
つ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ

た
手
法
に
よ
り
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
」学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
う
し
た
目
標
に
向
け
て
、

「
み
た
か
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
２
０
１
０
」を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
生
涯
学
習

プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

市
民
が
ひ
と
し
く
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
生
涯
学
習
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
習
環
境
の
整
備
を

行
い
、
市
民
の
学
習
活
動
や
活
動
の
仕
組

み
づ
く
り
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
文

化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
市
民
相
互
の
連
帯
感
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
自
治
の
意
識
を
培

い
、
学
習
成
果
を
積
極
的
に
活
用
し
、
ま

ち
づ
く
り
と
連
動
し
た
生
涯
学
習
を
推
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

の
多
様
な
担
い
手
と
の
連
携
を
図
り
、
家

庭
教
育
や
地
域
教
育
力
の
向
上
に
も
取
り

組
み
、
生
涯
学
習
活
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
こ
の
生
涯
学
習
の
推

進
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の「
生
涯

学
習
の
基
本
方
針
」の
も
と
に
、
市
民
の
自

主
的
な
学
習
・
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
振
興
を
図
り
、
生
涯
学
習
環
境
の

整
備
、
充
実
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
子
育
て
・
教
育
」▼「
教
育
委
員
会
」▼「
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
」

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


